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１．公益信託とは 
 

公益信託とは、委託者が、学術、技芸、慈善、祭祀、宗教その他一定の公益目的のため、受託者に対

してその財産を移転し、受託者をしてその公益目的に従ってその財産を管理又は処分させ、もってその

公益目的を実現しようとする制度である。公益信託ニ関スル法律〔大正 11 年法律第 62 号〕では、公

益信託は、受益者の定めのない信託のうち、学術、技芸、慈善、祭祀、宗教その他公益を目的とするも

ので主務官庁による引受けの許可を受けたものをいうこととされている（同法第 1 条）。なお、受益者

の定めのない信託については、従来、公益信託のみが許容されていたが、平成 18 年の信託法改正にお

いて、一般に許容されている（信託法〔平成 18 年法律第 108 号〕第 258 条）。 

 

２．公益信託の特色 
 

公益信託とは、上記のとおり、一定の公益目的のためにされる信託であるが、その公益目的や実際の

社会的機能において公益法人、特に財団法人と類似している。 

 しかし、公益法人においては、法人という新たな法主体を創設し、これが公益目的のために自律的活

動を行うものであるのに対し、公益信託においては、拠出された財産（信託財産）が既存の法主体であ

る受託者に名義上帰属し、設定された公益目的のため受託者の固有財産とは別に管理、運用されていく

ものであって、両者の法律的構造は異なる。 

 また、公益法人においては、永続的又は相当長期間にわたってその存続が予定されているのに対し、

公益信託においては、信託の制度上、比較的短期間のものであっても差し支えないなど、より弾力的な

運用が可能である。 

 

３．公益信託の仕組み 
 

公益信託は、委託者が受託者との間で一定の公益目的のために財産を信託する信託契約（以下「公益

信託契約」という。）を締結することにより、又は委託者の遺言により、信託の法律関係をつくり（信

託法第２条、第３条及び第 258 条）、これについて受託者が主務官庁の許可を受けることによって効力

を生じる（公益信託ニ関スル法律第２条）。 

 公益信託は、主務官庁の監督に属し（公益信託ニ関スル法律第３条）、受託者は信託行為の定めると

ころに従って、自己の名で信託財産を管理又は処分して公益事業を営む。信託財産は受託者に移転され

るが、受託者の固有財産とは区別される（信託法第 16 条から第 25 条まで及び第 34 条）。 

 受託者は、その事務処理について善管注意義務（信託法第 29 条）や忠実義務（同法第３０条）等を

負い、信託財産に関してその任務に違反する行為をした場合には損失てん補等をしなければならない

（同法第 40 条）。 

第１節 公益信託制度の概要 
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４．公益信託に対する統一的な指導監督等の基準 
 

公益信託に対する適正な指導監督等を行うための現行の統一的基準としては、平成 6 年 9 月 13 日

に公益法人等指導監督連絡会議で決定された「公益信託の引受け許可審査基準等について」〔資料22〕

があり、所管官庁においては、この基準にのっとった指導監督等が行われている。 

 

５．公益信託の運営 
 

公益信託の一般的な運営を示したものが、図４－１－１である。これを基に説明すると、おおむね以

下のとおりである。 

 

 

図４－１－１ 公益信託の運営 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（社）信託協会「公益信託―その制度のあらましー」を基に総務省作成 

 

 

① 委託者（個人・法人等）と受託者（信託銀行等）との間で、公益目的の具体的な選定、その目

的達成のための方法、公益信託契約書の内容等について打合せを行う。 

② 受託者は、公益信託の引受けの許可につき、主務官庁に申請する。 

③ 主務官庁は、これを審査の上、許可する。 

④ 許可を受けた後、委託者と受託者との間で、｢公益信託契約」を締結する。 

⑤ 主務官庁は、財団法人に対するものと同様の監督のほか、公益信託の事務処理につき、検査等

を行うことができる。 

⑥ 信託管理人は、不特定多数の受益者のいわば代表者として、受託者の職務のうち重要な事項に

ついて承認を与える。 

⑦ 運営委員会等は、公益目的の円滑な遂行のため、受託者の諮問により、助成先の推薦及び公益

信託の事業の遂行について助言・勧告を行う。 
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⑧ 受託者は、運営委員会等の助言・勧告に基づき、その公益信託の目的に沿った助成先への助成

金の給付を行う。 

 

なお、上記以外にも、受託者は次のような信託事務を行う。 

◆ 事業計画・収支予算の作成 

◆ 助成金給付のための基礎資料の収集・管理  

◆ 助成金給付先の募集、受付及び選考 

◆ 信託管理人・運営委員会に関する事務 

◆ 主務官庁への諸届事務 

◆ 信託事務及び財産状況の公告 

◆ 委託者への報告 

◆ パンフレット・年次報告書の作成 

◆ 授賞式等の挙行に係る事務 

 

６．公益信託の税制 
 

公益信託に財産を拠出した場合の税制としては以下のものがある。 

法人が特定公益信託（注 1）の信託財産とするために支出した金銭は寄附金とみなされる(法人税法第 37

条第 6 項)。 

さらに、認定特定公益信託（注 2）の信託財産とするために支出した金銭は、特定公益増進法人に対す

る寄附金と同様に、寄附金控除等の優遇措置の対象とされる（所得税法第 78 条第 3 項又は法人税法第

37 条第 6 項）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注 1）特定公益信託とは、公益信託のうち、信託の終了の時における信託財産がその信託財産に係る信託の委託者に帰属しないこと等一定の事項が信託

行為において明らかであり、かつ、受託者が信託銀行等であることという要件を満たすことにつき、主務大臣の証明を受けたものをいう。 

（注 2）認定特定公益信託とは、特定公益信託のうち、その信託の目的が教育又は科学の振興､文化の向上､社会福祉への貢献等一定のものであり､その目

的に関し相当と認められる業績が持続できることにつき主務大臣の認定を受け、かつ、その認定を受けた日の翌日から 5 年を経過していないものを

いう 
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１．信託数及び信託財産 
 

 公益信託は、昭和 52 年 5 月に初めて利用されて以来様々な分野で活用され、昨今の公益活動に対す

る一般の関心の高まりやニーズの拡大・多様化に応えてきた。 

 平成 19 年 10 月 1 日現在の信託数は 564 件で昨年より 7 件減少し、信託財産は昨年より約 6 億

円減少の約 689 億円となっている（表４－２－１）。また、平成 18 年 10 月 2 日から 19 年 10 月 1

日までの 1 年間における新規信託数は９件、当該信託財産は約２９億円となっている。 

 

表４－２－１ 信託財産規模別信託数 

 

 

 

 

 

 

 

２．信託目的別信託数 
 
公益信託の信託目的別の信託数を示したものが、図表４－２－２であり、奨学金支給、教育振興、国

際協力・国際交流促進が上位を占めている。また、個々の信託目的における国所管、都道府県所管の占

める割合を見てみると、国際協力・国際交流促進、自然科学研究助成、人文科学研究助成については国

所管の割合が高く、奨学金支給、教育振興、社会福祉等については都道府県所管の割合が高くなってい

る。 

なお、それぞれの信託目的の内容は、次のとおりである。 

① 奨学金支給 

小学校、中学校、高等学校、高等専門学校、大学又は大学院等の生徒又は学生に対する奨学

金の支給又は貸与を目的とするもの 

② 自然科学研究助成 

自然科学の研究に対する助成又は顕彰を目的とするもの 

③ 人文科学研究助成 

人文科学の研究に対する助成又は顕彰を目的とするもの 

④ 教育振興 

学校教育、障害者教育又は社会教育の振興活動に対する助成又は顕彰を目的とするもの 

⑤ 社会福祉 

社会福祉活動に対する助成を目的とするもの 

⑥ 芸術・文化振興 

芸術・文化振興活動に対する助成又は顕彰を目的とするもの 

⑦ 文化財の保存活用 

文化財の保全及び活用に関する活動に対する助成を目的とするもの 

⑧ 動植物の保護繁殖 

第２節 公益信託の現況等 
 

信託財産 信託財産

所管官庁 合計金額 平均金額

（千円） （千円）

国　 所　 管 183 26 61 36 49 11 31,272,456 170,888

都道府県所管 381 55 175 75 64 12 37,591,373 98,665

564 81 236 111 113 23

比率(%) 14.4 41.8 19.7 20.0 4.1
合　　　　計 68,863,829 122,099

信託財産規模別信託数

信託数
1千万円
未　　満

1千万円以上
５千万円未満

5千万円以上
１億円未満

１億円以上
５億円未満

５億円以上
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動植物の保護繁殖に関する活動に対する助成又は顕彰を目的とするもの 

⑨ 自然環境の保全 

自然環境等の整備・保全活動に対する助成又は顕彰を目的とするもの 

⑩ 緑化推進 

国土の緑化活動に対する助成又は顕彰を目的とするもの 

⑪ 都市環境の整備・保全 

都市環境の整備・保全活動に対する助成又は顕彰を目的とするもの 

⑫ 国際協力・国際交流促進 

海外の経済又は技術協力の推進活動に対する助成、教育、学術、文化等の国際交流活動に対

する助成を目的とするもの 

⑬ その他 

上記以外を信託目的とするもの 

 

図表４－２－２ 信託目的別信託数 
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 （件）



  

99 公益信託制度について 

第 4 章 

4
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．主務官庁別信託数 
 

公益信託の主務官庁別の信託数を示したものが、表４－２－３である。 

 

表４－２－３ 主務官庁（府省）別信託数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割合( ％) 割合( ％) 割合( ％)

奨 学 金 支 給 198 28.1 29 12.2 169 36.3

自 然 科 学 研 究 助 成 77 10.9 57 23.9 20 4.3

人 文 科 学 研 究 助 成 20 2.8 16 6.7 4 0.9

教 育 振 興 89 12.6 6 2.5 83 17.8

社 会 福 祉 65 9.2 13 5.5 52 11.2

芸 術 ・ 文 化 振 興 52 7.4 19 8.0 33 7.1

文 化 財 の 保 存 活 用 8 1.1 3 1.3 5 1.1

動 植 物 の 保 護 繁 殖 4 0.6 2 0.8 2 0.4

自 然 環 境 の 保 全 33 4.7 12 5.0 21 4.5

緑 化 推 進 3 0.4 1 0.4 2 0.4

都 市 環 境 の 整 備 ・ 保 全 28 4.0 3 1.3 25 5.4

国 際 協 力 ・ 国 際 交 流 促 進 79 11.2 60 25.2 19 4.1

そ の 他 48 6.8 17 7.1 31 6.7

合 計 704 100.0 238 100.0 466 100.0

（注）　1　複数の信託目的を有する信託があり、信託目的別信託数の合計は延べ数である。

国  所  管 都 道 府 県 所 管

　　　　 2　割合は、延べ信託数に対する百分率。

信 託 目 的
合　　　計

本省庁 地方支分部局 都道府県知事
都道府県

教育委員会 合計 割合（％）

内 閣 府 0 － 16 － 16 2.7

警 察 庁 1 － 1 － 2 0.3

金 融 庁 0 0 0 － 0 0.0

総 務 省 20 0 14 － 34 5.7

法 務 省 2 － 0 － 2 0.3

外 務 省 15 － 0 － 15 2.5

財 務 省 0 0 0 － 0 0.0

文 部 科 学 省 85 － 3 265 353 59.6

厚 生 労 働 省 30 0 43 － 73 12.3

農 林 水 産 省 7 － 4 － 11 1.9

経 済 産 業 省 22 － 2 － 24 4.1

国 土 交 通 省 8 0 26 － 34 5.7

環 境 省 15 1 12 － 28 4.7

防 衛 省 0 － 0 － 0 0.0

省 庁 別 合 計 205 1 121 265 592 100.0

（注）　合計は、省庁・都道府県のどちらにおいても共管重複分を除いていない単純合計。



 

100 公益信託制度について 

第 4 章 

4
章 

４．授益行為の状況 
 
授益行為（助成金等の支給、物品の配布といった資金又は物品の給付を指す。）の状況を示したもの

が、図表４－２－４である。これによると、個人を対象としているものが、全体件数９６，６９６件の

うち６７，０６１件（６９．４％）、合計金額３７６億円のうち１７５億円（４６．５％）となってお

り、件数及び金額ともに最多となっていることが分かる。 

 

図表４－２－４ 授益行為状況別信託数（累計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．信託法の改正と今後の展望 
 

平成 18 年の信託法改正では、公益信託と類似の機能を有する公益法人に関して現在行われている制

度改革の動向を見極める必要があることから、公益信託制度に係る実質的な見直しは行われていない。

他方、「信託法案」及び「信託法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律案」の採決の際、衆議院・ 

参議院の両院において、「先行して行われた公益法人制度改革（注３）の趣旨を踏まえつつ、公益法人制度

と整合性のとれた制度とする観点から」所要の見直しを行う旨の附帯決議がなされたところである。今

後は、法務省及び関係府省において、上記附帯決議を踏まえ、公益信託制度と公益法人制度との差違を

適切に考慮した上で、見直しの検討をすることとなる。なお、この見直しの時期については、上記附帯

決議においては「遅滞なく」行うこととされている。 

 

 

 

 

（注３）公益法人制度改革については、関連の３法が平成 18 年 5 月 26 日に成立（同年 6 月 2 日公布）し、関係政令等の整備も行われ、平成２０年１

２月１日から施行されることとなっている。 

受益行為対象別信託数（件数累計）

個人

69 .4%

任意団体

20 .7%

法人

9.9%

受益行為対象別信託数（金額累計）

個人

46 .8%

任意団体

28 .4%

法人

24 .8%

〔全体〕 （金額の単位：千円）

授益行為対象別件数・金額

信託数 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

国 所 管 183 17,291 10,296,802 4,132 3,242,740 2,719 2,643,434 24,142 16,436,850

都 道 府 県 所 管 381 49,770 7,176,900 15,908 7,348,520 6,876 6,615,636 72,554 21,141,055

合 計 564 67,061 17,473,702 20,040 10,591,260 9,595 9,259,070 96,696 37,577,905

合計所管官庁 個人 任意団体 法人

(注) 共管重複分を除く実数。 
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公益信託は、既に述べたように、公益法人、特に財団法人と類似した制度であるが、財団法人と異な

り、 

① 法人設立の登記、事務所の設置、役職員の確保等、財団法人の設立の場合に必要とされる諸手続等

の必要がなく、比較的設定の手続等が容易であること、 

② 財団法人においては、基本財産を基に、永続的又は相当長期にわたって事業活動を継続させるため、

設立時に比較的多くの資金が必要とされるが、公益信託の場合には、信託財産の取り崩しや短期の配

分費消も可能であり、比較的少ない資金によっても設定が可能であること、 

③ 財団法人においては、公益目的の活動に当たり、役職員、事務所等の法人の組織体制の維持のため

の経費を要するが、公益信託の場合には、これらのコストがなく比較的資金を効率的に活用できるこ

と、 

等の諸特徴が認められる。 

しかし、公益信託の全体を見た場合、信託の設定数は平成１９年 10 月 1 日現在で 564 件、信託財

産合計金額も約 689 億円と、財団法人などに比して極めて小規模なものとなっている。その原因とし

ては、同一の機能を持つ公益法人制度が先行して普及・定着したのに対し、公益信託の国民一般に対す

る浸透が遅れたことや、公益法人に比べて税制上の優遇が十分とはいえないこと、受託者がほぼ信託銀

行に限られていること等、様々な要因が指摘されているところである。 

公益信託は、今後、個人のレベルにおいて比較的容易に公益活動への参加を実現することのできる一

つの選択肢として、大きな可能性を有していると考えられる。今後とも、公益信託制度の国民への周知

を図っていくとともに、その利用に当たって支障となる課題があればその解決を図りつつ、公益信託の

普及を促していくことが求められる。 
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